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保 健 体 育

１ 学習指導の工夫・改善

(1) 各教科等における探究的な学び

新学習指導要領では、学習の基盤となる資質・能力や現代的な諸課題に対応して求め

られる資質・能力を育成するために、教科等横断的な学習を充実させることが求められ

ている。

各教科においては、「探究」の名称が付されていない科目等についても、それぞれの

内容項目に応じて、探究的な活動は取り入れられるべきものである。各教科における探

究的な学びには、探究のプロセス全体を通して資質・能力を育成するだけでなく、「整

理・分析」や「まとめ・表現」など探究のプロセスの一部に焦点を当てることも考えら

れる。この際、「考えるための技法」を効果的に活用することが重要である。

保健体育科においては、見方・考え方を働かせる学習過程を工夫することにより、育

成を目指す資質・能力がより豊かになり、教科の目標である、生涯にわたって心身の健

康を保持増進し豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力を育成することを目

指している。

(2) 教科等横断的な視点を意識した年間指導計画の作成

学校における体育・健康に関する指導を、生徒の発達の段階を考慮して、学校の教育活動全体を通

じて適切に行うことにより、健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実現を目指した教育の充実

に努めること。特に、学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導、安全に関する指導及

び心身の健康の保持増進に関する指導については、保健体育科、家庭科及び特別活動の時間はもとよ

り、各教科・科目及び総合的な探究の時間などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努

めること。また、それらの指導を通して、家庭や地域社会との連携を図りながら、日常生活において

適切な体育・健康に関する活動の実践を促し、生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための

基礎が培われるよう配慮すること。

（高等学校学習指導要領（平成30年告示）第１章総則第１款２(3)から）

これは、保健体育科の年間計画を作成するに当たって、学校における体育・健康に関

する指導との関連を図ることの必要性を強調したものである。したがって、保健体育科

の指導計画は、単に教科としての観点からだけではなく、特別活動のほか、総合的な探

究の時間などを含めた学校教育活動全体との関連を十分考慮して作成することが必要で

ある。

具体として、科目「体育」に関しては、特別活動や運動部の活動との関連を図るほか、

体力の測定については、計画的に実施し、運動の指導及び体力の向上に活用するように

することが求められている。また、科目「保健」においては、特別活動に加え、総合的

な探究の時間などとの関連を図り、とりわけ、心の健康、感染症、薬物乱用、生活習慣

病など深刻化している生徒の心身の健康課題に適切に対応するために、学校における食

育の推進、安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に関する指導との関連を図り、
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学校の全体計画を作成し、家庭や地域社会と連携しながら、計画的、継続的に指導を進

めることが求められている。

次の表は、保健の年間指導計画と他の学校教育活動との関連等を示したものである。

教科名 保健体育 科目名 保健

科 目 の 目 標 保健の見方・考え方を働かせ、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通し

て、生涯を通じて人々が自らの健康や環境を適切に管理し、改善していくための

資質・能力を次のとおり育成する。（後略）

履 修 学 年 １、２ 単 位 数 各学年１（計２）

年次 月 単元 学習内容 評価の工夫（例） 関連

１ ４ 健康の考 ア 国民の健康課題 総合的な探究の時間

・ え方 イ 健康の考え方と 「健康プロジェクト」

５ 成り立ち

ウ 健康の保持増進

のための適切な意

思決定や行動選択

と環境づくり

６ 生活習慣 ○ がん、脳血管疾 特別活動（ホームルーム活動）

病などの 患、虚血性心疾患、 オ 生命の尊重と心身ともに

予防と回 高血圧症、脂質異 健康で安全な生活態度や規

復 常症、糖尿病など 律ある習慣の確立

８ 精神疾患 イ 精神疾患への対 総合的な探究の時間

の予防と 処 「福祉・健康」

回復 などの現代的

な課題

２ 応急手当 ウ 心肺蘇生法 特別活動

（ホームルーム活動）

オ 生命の尊重と心身ともに

健康で安全な生活態度や規

律ある習慣の確立

２ ５ 生涯の各 イ 結婚生活と健康 特別活動（ホームルーム活動）

段階にお イ 男女相互の理解と協力

ける健康

保健体育科、特別活動、総合的な探究の時間等、各時間で身に付けた資質・能力等は、

各時間の特質に応じた役割を明確にした上で相互に生かすことが大切である。

【総探】

原因や根拠

を見付ける

資質・能力

【総探】

自ら問いを

見いだし探

究する資質

・能力

【総探】

多面的・多

角的に見る

資質・能力

様々な学校教育活動の場面の中でも、健康安全・体育的行事は、学校全体が一丸となって

展開する活動であり、保健教育を推進する大きな契機となる。健康安全・体育的行事のねら

いは、生徒自らが自己の発育や健康状態について関心をもち、心身の健康の保持増進に努め

るとともに、身の回りの危険を予測・回避し、安全な生活に対する理解を深め、さらに、体

育的な集団活動を通じて、心身ともに健全な生活の実践に必要な習慣や態度を育成すること

等である。

健康安全・体育的行事としては、健康診断、疾病予防、薬物乱用防止指導、防犯指導、交

通安全指導、避難訓練や防災訓練、健康・安全に関する意識や実践意欲を高める行事などが

考えられる。

【知・技】

・ペーパーテストにお

いて、事実的な知識

の習得を問う問題と

知識の概念的な理解

を問う問題とのバラ

ンスを配慮

・実際に知識や技能を

用いる場面の設定

【思・判・表】

・論述やレポートの作

成、発表、グループ

での話合い、作品の

制作や表現等の多様

な活動の設定

・ポートフォリオの活

用

【態度】

・学習ノートやレポー

ト等における記述

・授業中の発言

・行動観察

・生徒の自己評価や相

互評価等の状況を教

師が評価を行う際に

考慮する材料の一つ

として活用
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２ 新学習指導要領における指導と評価の計画例

(1) 「体育：器械運動（マット運動）」〔入学年次の次の年次以降〕の計画例
ア 単元の目標
(ｱ) 次の運動について、技がよりよくできたり、自己や仲間の課題を解決したりする
などの多様な楽しさや喜びを味わい、技の名称や行い方、体力の高め方、課題解決
の方法、発表の仕方などを理解するとともに、自己に適した技で演技することがで
きるようにする。
・マット運動では、回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに安定して行うこと、条
件を変えた技や発展技を行うこと及びそれらを構成し演技すること。

(ｲ) 生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲間の課題を発見し、合理的、
計画的な解決に向けて取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたこと
を他者に伝えることができるようにする。

(ｳ) 器械運動に主体的に取り組むとともに、よい演技を讃えようとすること、互いに
助け合い高め合おうとすること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にし
ようとすることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。

イ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○知識 ①選択した技の行い方や技の ①器械運動の学習に主体的に
①器械運動では、技の系、技群、 組合せ方について、自己や 取り組もうとしている。
グループの系統性の名称があ 仲間の動きを分析して、良 ②自己の状況にかかわらず、
り、それぞれの技には、技能の い点や修正点を指摘してい 仲間のよい演技を讃えよう
向上につながる重要な動きの る。 としている。
ポイントや安全で合理的、計 ②課題解決の過程を踏まえ ③自己や仲間の課題に応じた
画的な練習の仕方があることに て、自己や仲間の新たな課 練習計画を見直すなど、互
ついて、具体例を挙げている。 題を発見している。 いに助け合い高め合おうと

②課題解決の方法では、自己に ③自己や仲間の課題を解決す している。
応じた目標の設定、目標を達 るための練習の計画を立て ④一人一人の違いに応じた課
するための課題の設定、課題 ている。 題や挑戦を大切にしようと
解決のための練習法などの選 ④体力や技能の程度、性別等 している。（※共生）
択と実践、演技や発表を通し の違いを超えて、仲間とと
た学習成果の確認、新たな目 もに器械運動を楽しむため
標の設定といった過程がある の調整の仕方を見付けてい
ことについて、言ったり書き る。
出したりしている。 ⑤学習成果を踏まえ、自己に

適した「する、みる、支え
○技能（マット運動※抜粋） る、知る」などの運動を生
①新たに学習する基本的な技の 涯にわたって楽しむための
一連の動きを滑らかに安定さ 関わり方を見付けている。
せて回ることができる。

②新たに学習する基本的な技の
一連の動きを滑らかに安定さ
せて静止することができる。

ウ 単元の指導と評価の計画（10時間）

時間 ねらい、言語活動等 知 思 態

【ねらい】

・体力や技能の程度、性別等の違いを超えて、仲間とともに器

械運動を楽しむための調整の仕方を見付けている。

・自己や仲間の課題に応じた練習計画を見直すなど、互いに助

６～８時間 け合い高め合おうとしている。 ④ ③
【３時間】 【学習活動】

・自己や仲間の課題を解決するために、ＩＣＴ端末を活用し、

効果的な練習方法を考える。

・仲間との協働による話し合いや練習を通して、それぞれの特

性に合わせ、課題解決に向けて思考したり伝え合ったりする。

【ねらい】

・学習成果を踏まえ、自己に適した「する、みる、支える、知
９～10時間 る」などの運動を生涯にわたって楽しむための関わり方を見 ⑤ ④
【２時間】 付けている。

・一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとしている。

総合的な探究の時

間で既習の「考え

るための技法」を

活用

※エ参照

学習カード（単元

末の振り返り）で

見取る

※オ参照
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【学習活動】

・発表会を通して、自己に適した演技を披露し、互いのこれま

での練習成果を見る。

・それぞれの学習成果を発表したり、課題解決に向けた取組を

学習カードにまとめる。

エ 学習指導案（７時間目／10時間中）

オ 評価資料と評価の判断の目安

「主体的に学習に取り組む態度」の評価（10時間目／10時間中）

実施状況 判断の目安 想定される様相

〇共生の意義を踏まえ、お ・共生の視点から、他者が受け入れやすい動きを提
互いの違いを生かそうと 示したり、自身の困難な動きに挑戦したりするな

「十分満足できる」 する。 ど、単元を通して共生の視点への定着が見られる。
状況（Ａ）の例

〇共生の意義を踏まえ、お ・自身が実現困難な動きでも対応しようとする変化
互いの違いに配慮しよう が見られる。
とする。 ・共生の意義及び自身の行動に対しての具体的記述

が確認され、行動の表出が推察される。

〇共生の意義やとるべき行 ・共生の意義は理解しているが、自己の意見や感情
動への理解が不十分で、 の起伏が勝ってしまうなど、教師のアドバイスに
受け入れようとする行動 対しても、消極的な姿が継続し、教師の働きかけ

「努力を要する」 が見られない。 に対しても、受け入れる姿勢や態度が見られない。
状況（Ｃ）の例

〇共生への理解不足が見ら ・共生への意義やとるべき行動への理解が不十分
れ、他者の意欲を低下さ で、他者の意欲を低下させる発言や態度を取る。
せる影響を与えている。 ・教師が働きかけを行っても、他者の意欲を低下さ

せる発言や行動が継続する。

学習支援ソフトを活用し、学習カードの提出を行い記載内容を基に評価する。

１ 本時の目標
(1)自己や仲間の演技を分析し、それぞれの課題を明らかにすることができる。
(2)自己や仲間の課題解決に向け、互いに考えたことを伝え合うことができる。
２ 本時の展開
過程 学習内容 生徒の学習活動 指導上の留意点
導入 〇前時の確認 ・前時に撮影した映像から、互 ・ＩＣＴ端末の使い方を確認さ

いの課題を確認する。 せ、課題解決の方法を話し合
わせる。

展開

○解決方法の検討 ・実際に互いの演技を確認し、 ・練習に係る安全確認を行う。
自己や仲間の課題を共有する。 ・技のポイントを他者にわかり

やすく伝えるための教材や支
・撮影した映像を確認し、課題 援方法を工夫する。
を分析する。 ・補助やＩＣＴ端末を使用する

・技のポイントやコツを見付け、 生徒の役割分担を円滑に行え
個人の特性に合った練習方法 るよう支援する。
を考え、協力して課題の解決 ・自己や仲間の課題の共通点を
を協議する。 考えさせる。

○課題解決に向けた ・自己や仲間の課題解決に向けた ・自己や仲間の課題を解決した
協議及び実践 解決方法の分析や、アドバイス 生徒に発言を促し、解決のポ

の伝え方を工夫する。 イントを共有する。
・課題解決に向けた実践を行う。

○自己の課題の整理 ・事前と事後に撮影した映像を学 ・ＩＣＴ端末で撮影した映像か
分析・検討 習支援ソフトに提出させ、学習 ら、違いを比較し、自己の実

シートに、自己の課題と本時の 践に活かすよう支援する。
取組をまとめ、提出する。 ・課題解決に向けた取組を振り

返らせ、次時の取組を整理さ
せる。

まとめ ○次時への接続 ・グループの進捗状況や次時の ・次時の流れを確認させ、意識
内容について確認する。 付けを行う。

【問い】自己や仲間の演技の課題とは、どのようなものだろうか。

ＩＣＴ端末の活用

総合的な探究の時間
との関わり

【問い】自己や仲間の課題解決に向けて、どのようにアドバイスしたらよいだろうか。
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(2) 「保健：生活習慣病などの予防と回復」〔入学年次〕の計画例

ア 単元の目標

(ｱ) 健康の保持増進と生活習慣病などの予防と回復には、運動、食事、休養及び睡眠
の調和のとれた生活の実践や疾病の早期発見、及び社会的な対策が必要であること
について、理解することができるようにする。

(ｲ) 現代社会と健康について、課題を発見し、健康や安全に関する原則や概念に着目
して解決の方法を思考し判断するとともに、それらを表現することができるように
する。

(ｳ) 生活習慣病などの予防と回復について、自他や社会の健康の保持増進や回復、そ
れを支える環境づくりについての学習に主体的に取り組もうとすることができるよ
うにする。

イ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①がん、脳血管疾患、虚血性心 ①現代社会と健康について、 ①生活習慣病などの予防と

疾患、高血圧症、脂質異常症、 自他や社会の課題の解決方 回復について、課題の

糖尿病などを適宜取り上げ、 法と、それを選択した理由 解決に向けた学習活動

これらの生活習慣病などのリ などを話し合ったり、ノー に主体的に取り組もう

スクを軽減し予防するには、 トなどに記述したりして、 としている。

適切な運動、食事、休養及び 筋道を立てて説明してい

睡眠など、調和のとれた健康 る。

的な生活を続けることが必要 ②生活習慣病などの予防と回

であること、定期的な健康診 復について、習得した知識

断やがん検診などを受診する を基に自他の生活習慣や社

ことが必要であることについ 会環境を分析し、リスクの

て、理解したことを言ったり 軽減と生活の質の向上に必

書き出したりしている。 要な個人の取組や社会的な

②生活習慣病などの予防と回復 対策を整理している。

には、個人の取組とともに、

健康診断やがん検診の普及、

正しい情報の発信など社会的

な対策が必要であることにつ

いて、理解したことを言った

り書き出したりしている。

ウ 単元の指導と評価の計画（５時間）

時間 ねらい、言語活動等 知 思 態

【ねらい】

・がんの予防と回復には、個人の取組と社会的な対策が必要で

あることについて理解し、自他や社会の課題の解決方法につ

いてグループで協議し、まとめることができるようにする。

２～３時間 ・がんの予防と回復について、課題の解決に向けた学習活動に ①
【２時間】 主体的に取り組むことができるようにする。

【学習活動】

・北海道や市町村など地方自治体が実施しているがんの予防と

回復の対策について調べる。

・調べたことから、自身の地方自治体が抱える課題と解決策に

ついて考え、具体的にまとめる。

【ねらい】

・がんについて、習得した知識を基に、予防と回復の課題解決

５時間 に必要な個人の取組や社会的な対策について考え、まとめる。 ② ①
【１時間】 【学習活動】

・自身のグループで調べた内容や、他グループの発表内容を参

考に、がん啓発ポスターを作成する。

総合的な探究の時

間で既習の「言語

により分析し、ま

とめたり表現した

りする学習活動」

を活用

※エ参照

学習カード（単元

末の振り返り）で

見取る

※オ参照
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エ 学習指導案（２時間目／５時間中）

オ 評価資料と評価の判断の目安

「思考・判断・表現」の評価（５時間目／５時間中）

実施状況 判断の目安 想定される様相

〇生活習慣病などの予防と ・学習したことを基に、自分たちや身近な社会生活
回復について、習得し と関連付けたり、理由を付け加えたりしながら、

「十分満足できる」 た知識を生かそうと 具体的な課題や対策について説明している。
状況（Ａ）の例 する。 ・がんの予防と回復についての学習から、他の生活

習慣病等でも活用できることについて説明してい
る。

〇生活習慣病などの予防と ・生活習慣病などの予防と回復について、必要な個
「努力を要する」 回復についての理解が不 人の取組や社会的な対策を考えることができな
状況（Ｃ）の例 十分で、リスクの軽減な い。

どに必要な個人の取組や ・これまでの学習内容を振り返ることができず、ま
社会的な対策を考えるこ とめに結び付けられない。
とができない。

１ 本時の目標
(1)がんの予防と回復には、個人の取組と社会的な対策が必要であることについて理解し、自他や社会の
課題の解決方法についてグループで協議し、まとめることができる。

(2)がんの予防と回復について、課題の解決に向けた学習活動に主体的に取り組むことができる。
２ 本時の展開

過程 学習内容 生徒の学習活動 指導上の留意点

導入 〇前時の確認 ・前時の学習内容を確認し、資 ・本時から発表までの学習内容
料作成から発表までの見通し を提示し、話し合いを通して
をもつ。 学びが深められることを説明

し、主体的に学習に取り組む
よう促す。

展開 〇発表方法等の確認 ・発表資料の作成方法や発表方 ・話し合いを通して資料を作成
法を確認し、見通しをもつ。 することで学びが深められる

ことを説明することで、主体
的に学習に取り組むよう促す。

〇課題の設定 ・地域におけるがんの予防と回 ・積極的に発言することや、他
復についての課題を設定する。 者の発言を尊重することを伝

える。

〇情報の収集 ・グループで設定した課題につ ・有益な情報が得られるよう、
整理・分析 いて、図書館やＩＣＴ端末を 机間指導しながら、助言する。

活用して情報を収集する。

・各グループで収集した情報を ・ＩＣＴ端末を活用した発表の
整理、分析し、自他や社会の 内容が、効果的なものとなる
課題の解決方法について協議 よう助言する。
し、発表資料にまとめる。

まとめ 〇次時への接続 ・グループで進捗状況や次時の ・次時の流れと発表方法等を確
進行について確認し、ゴール 認させ、意識付けを行う。
イメージを共有する。

【問い】地域におけるがんの予防と回復についての課題とは、どのようなものだろうか。

ＩＣＴ端末の活用

総合的な探究の時間
との関わり

【問い】地域の課題の解決に向けて、どのような方策が考えられるだろうか。

学習支援ソフトを活用し、学習カードの提出を行い記載内容を基に評価する。


